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要配慮者（高齢者・障がい者など）の避難支援

・災害時に避難支援を要する人がどこに居住している
かを確認
・訓練時に避難支援を行いながら、避難する場所と
ルートを確認
・要配慮者の避難訓練への参加が大切。どのような形
での避難支援が有効であるかを学ぶ

負傷者の救出・救助訓練

・木材やバールをテコにしたり、ジャッキを使用した
訓練
・負傷者を家から一時避
難地や救護所まで搬送
する訓練※実際に担架
搬送を行うと人の重さ
や距離などで新たな気
づきがあります。

避難所開設訓練

　災害時には地域での自主防災活動とともに避難所開
設も実施していくことになります。避難所は複数の自
主防災組織が集まり運営します。
・年に数回は顔合わせを実施
・避難所の開設方法やレイアウトを確認
・運営する班員や役割分担を確認

自主防災倉庫に入っている機材を確認・使用

・女性や高齢者など誰もが使用できるように操作手順
を確認する訓練
・資機材が使用できる状態であるか定期点検
・自主防災倉庫の鍵の保管者
を確認

「黄色いハンカチ作戦」を活用した安否確認訓練

　市では、地震発生後「わが家は大丈夫。他の人を助
けてほしい」というメッセージとして、道路から見え
る場所（例：玄関・ベランダ）に黄色い布などを揚げ
る運動を推進しています。
　自主防災組織での安否確認が
容易になり、救助活動の効率化
が図られます。
※平成⚒⚖年３月現在、⚔⚐の自主
防災組織で黄色いハンカチ作
戦による安否確認訓練を実施
しています。

災害時、効果を発揮できる訓練を！
　各地域（各自治会）には自主防災組織があり、あなたもその一員です。災害時には自主防災組織が大き
な役割を果たします。災害時に、より効果を発揮できるよう訓練の内容をもう一度確認してみましょう。

危機管理
連載シリーズ⚑⚑

⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!

　東日本大震災後、防災の
あり方を考えました。
　「自分の命は自分で守る」
上で町内会員の防災意識調
査アンケートの実施を進め
てきました。また、平成
⚒⚓・⚒⚔年度は耐震診断の申
し込みを、⚒⚔年度は家具の固定希望者を取りま
とめ市へ対応を依頼しました。旭ヶ丘は高齢者
が多いため、集会所も避難所として活用すべく
増築をすすめ⚒⚕年度に落成し、非常用発電機も
設置しました。
　防災訓練も見直し、旭ヶ丘公園や集会所で行
う事で実践的な訓練内容とし、集会所での避難
所体験、炊き出し訓練、消火訓練などを実施す
るとともに、要援護者サポート班を結成し黄色
いハンカチによる安否確認を実施しました。毎
年⚗⚐～⚘⚐％の世帯が参加し、災害に対する認識
が深められてきています。

災害
⨈危機管理課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚕⚐）

自らの命は自らで守る！自らの地域は皆で守る!災害

わたしたちの自主防災組織
旭ヶ丘町内会長　長倉　武男さん
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住民学習が原動力
石油コンビナート
反対運動
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▲写真臼 幟 旗  （安久町内会）
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